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オランダスカウト団が民泊を体験
　世界スカウトジャンボリーに参加するオランダのス
カウト団 39 名が、７月 26 日、1 泊 2 日の民泊体験の
ため来島されました。
　外国の方の民泊受け入れは今回が初めてとなりまし
たが、受け入れ家庭では周防大島の暮らしや日本文化
に触れてもらおうと、様々な体験や食事を用意して温
かくお迎えしました。（６・７ページに関連）
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 ■移住者向け空き家バンク登録推進事業　１５０万円

町  の  よ  さ  ん  ⑤
今月号は、⑤次世代に素敵な未来を
約束する町の主要事業について紹介
します。

空き家を有効活用した定住促進を図るため、移住者向けに空き家のリフォームや家財処分費用の助成
を行います。（リフォーム・家財処分後に空き家バンクへの登録をしていただきます。）
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

⑤ 次 世 代 に 素 敵 な 未 来 を 約 束 す る 町

 幸せに暮らせるまちづくりのために ･･･

 ■地域づくり活動支援事業　３００万円
活力と魅力ある町づくりの推進を目的に、地域づくりのための事業を公募し、支援します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■地域おこし協力隊事業　９４２万７千円

地域力の維持強化を図るため、地域社会の新たな担い手として受け入れた、地域おこし協力隊員の活
動を支援します。なお、事業のさらなる推進に向けて協力隊員を増員します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■ワンテーマディスカッション
町民が積極的に町政運営に参画する仕組みとして、町長と
自由な雰囲気の中でひざを交えて話し合いを行い、町民の

「声」を聴く意見交換会を実施します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■起業教育研究センター事業　１３０万円　
島スクエアの発展型である「起業教育研究センター」が行う
人材育成事業を支援します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■定住促進対策事業　６５０万円
町内移住希望者へ「住」および「職」情報の提供・発信ならびに仮住まいにより魅力を体験してもら
う「お試し暮らし」や「体験ツアー」を行い、移住希望者の定住を支援します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■周防大島町総合計画基本計画策定事業　４５６万円

町政運営の基本方針を示すとともに、住民と行政との協働による新たなまちづくりを進めるための根
本指針である周防大島町総合計画の見直しを行います。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■周防大島町男女共同参画基本計画策定事業　２４８万４千円
すべての人が自らの主体的な意思によっていきいきと活動するためには、男女の人権があらゆる場面
において尊重され、責任を分かち合い、自らの能力や個性を自由に発揮して自分らしく生きることが
できる社会を築いていくための周防大島町男女共同参画基本計画の見直しを行います。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

▲ワンテーマディスカッションの様子
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 ■橘総合支所整備事業　１億２，４２２万５千円
橘総合支所外構等工事及び解体工事を行います。　
◆問い合わせ　総務課　☎０８２０（７４）１０００

 ■海域保全管理事業　１０２万円
ニホンアワサンゴ群生地や周辺海域の保全・活用に取り組みます。また、今年度は、サンゴ鑑賞エコ
ツアー事業の参加者への助成により海域公園の PR を行います。　
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

 ■スポーツ観光誘致事業　３１９万５千円　
西日本３大ロングライドを目指してＪＴＢ等の協力を得て
本町の知名度を高め、地域振興の推進に寄与するサイクリ
ングイベントを実施します。また、全国釣選手権大会や、
自然や歴史と対話しながら自力で周防大島を一周するスー
パーマラニック大会を支援します。　
◆問い合わせ　商工観光課　☎０８２０（７９）１００３

 ■周防大島高校を支援する会補助事業　８７８万円　
周防大島高校の寮費一部助成、学習合宿および通信学習費用の助成など、学校の魅力化を図る事業を
支援します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■離島高校生修学支援費補助金　１８０万円

離島に住む高校生の通学費や居住費の一部を助成します。
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■文化振興事業補助金　１００万円

文化活動による町づくりを行う事業を公募し、支援します。
◆問い合わせ　教育委員会　社会教育課
　☎０８２０（７８）２２０５

 ■周防大島町福祉事務所設置事業　５億２, ０５８万７千円

身近な地域で充実した福祉サービスが受けられるために、周防大島町福祉事務所を設置し、業務を行っ
ています。
◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

 ■旧田布施農高屋内運動場改修事業　１, ４１７万円

現在、旧椋野小校舎に一時保存中の大島歴史民俗資料館の民俗資料 10,175 点と、旧屋代小講堂に保
存中の 1,056 点を収蔵するために、旧田布施農高屋内運動場の改修工事を行います。　
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

 ■久賀公民館耐震改修事業　２億４，６５０万８千円　
建築基準法に定められた耐震基準を満たしていない久賀公民
館について、耐震改修工事を行い、安心して利用できる施設
にします。　
◆問い合わせ　教育委員会　社会教育課
　☎０８２０（７８）２２０５

※地方創生関連事業は９ページに掲載しています。

▲昨年のサザンセト・ロングライドの様子

▲改修工事の進む久賀公民館



4広報すおう大島 平成 27 年 ( 2015 年 )9 月号

一人にひとつ マイナンバー
１０月５日から、
皆さまの住民票の住所に、マイナンバーの通知カードをお届けします。

　マイナンバーの通知は、簡易書留で送付されますが、確実に皆さまのお手元にお届けするために、
住宅名や居室番号を住民票に記載することになりました。
　職権により住宅名等を記載する場合がありますので、ご理解のほどよろしくお願いします。

　やむを得ない理由により住民票の住所地で通知カード受け取ることができない方は、居所情
報登録申請書を、住民票のある市区町村に持参または郵送してください。
　申請が認められた方は、登録された居所に「マイナンバー」をお届けします。
　申請書は、各総合支所・出張所の窓口に備えてあります。また、総務省ホームページからも
ダウンロード頂けます。（http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/）

■申請が必要な方
　　・東日本大震災による被災者で、住所地以外の居所に避難されている方
　　・ＤＶ、ストーカー行為等、児童虐待等の被害者で住所地以外の居所に移動されている方
　　・一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入所されている方
　
■提出期限　９月２５日㈮までに、役場の窓口へ持参（郵送の場合は必着）

■問い合わせ　総務課 戸籍住基班 ☎０８２０（７４）１０１０

今回届く「通知カード」とは ・個人番号の通知カードで、割り振られた１２桁の個人番
　号をお知らせする紙製のカードです。

・通知カードには、個人番号のほかに、氏名、住所、生年
　月日、性別が記載されており、顔写真は掲載されません。

・通知カードは、個人番号カードを取得する際に必要とな
　ります。

・他の身分証明と併せて本人確認に使用できる大切なもの
　です。

・通知カードを受け取った日以降、引っ越しなどで住所が
　変わるときは、住所変更手続きの際に通知カードが必
　要となりますので、紛失しないよう大切に保管してく
　ださい。

・なお、通知カードを紛失した場合、再交付
　を受けるためには手数料（５００円）が　
　必要です。

通知カード

個人番号　0123　4567　8901
氏名　番号花子

住所　山口県大島郡周防大島町大字○○△△△番地

平成　5 年 3 月 31 日生　性別　女
発行　平成 27 年 10 月○○日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　周防大島町長

通知カードのイメージ

やむを得ない理由により住民票の住所地で通知カード受け取ることができない方は…
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申請により取得できる「個人番号カード」とは

・通知カードと一緒に送付される交付申請書に写真を添え、地方公  
　共団体情報システム機構へ送付します。

・スマートフォンやご自宅のパソコンからでも申請ができますので、
　同封の申請要領をよくお読みください。

・カードは平成２８年１月以降、役場の窓口にて通知カードと引き
　換えに交付されます。

・カードの表面に、氏名、住所、生年月日、性別、顔写真が掲載され、
　裏面にＩＣチップがつけられ個人番号が記載されます。

・本人確認のための身分証明書として利用できます。また、マイナ
　ンバーの提示と本人確認が同時に必要な場面ではこれ 1 枚で済
　む唯一のカードです。

・イータックス等の電子申請が行える電子証明書も搭載され、また、
　平成２９年１月開始予定のマイナポータルへのログインや各種
　行政のオンライン申請に利用できます。

・カードの有効期限は、２０歳以上の方は１０年、２０歳未満の方
　は５年です。

・カードの取得日以降、引っ越しなどで住所が変わるときは、住所
　変更手続きの際に個人番号カードが必要となりますので、紛失
　しないよう大切に保管してください。

・初回の交付は無料ですが、紛失等で再交付を受けるためには手数
　料（８００円）が必要です。

▶インターネットでの回答期限は
　９月 20 日㈰までです。

▶インターネットで回答されない方は、
　９月下旬にお配りする調査票に記入して
　ください。

■問い合わせ　政策企画課 ☎０８２０（７４）１００７

個人番号カードのイメージ（表）

個人番号カードのイメージ（裏）

※住民基本台帳カード
　平成２８年１月以降、申請に基づき個人番号カード
が交付されるため、住民基本台帳カード（住基カード）
は平成２７年１２月で交付が終了します。お持ちの住
基カードは、カードに記載のある有効期限まで利用で
きますが、平成２８年１月以降、個人番号カードを取
得する際には住基カードを返納してください。

マイナンバー制度に関するお問い合わせは

０５０－２０－０１７８〔全国共通ナビダイヤル〕
　　　　（平日 9：30 ～ 17：30　土日祝日・年末年始を除く）

■問い合わせ　総務課 戸籍住基班 
☎０８２０（７４）１０１０

　お配りしている青い封筒の中にある利用
者情報と操作ガイドをご覧いただき、パ
ソコンやスマートフォンで回答してくださ
い。

　ご記入いただいた調査表は、10 月１日㈭～ 10 月
７日㈬の間に調査員へお渡しいただくか、郵送にて
提出してください。
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世界にふれた
ひととき 世界スカウトジャンボリー

周防大島町地域プログラム

　

世
界
最
大
の
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
が
、

７
月
28
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
12
日

間
、
山
口
市
阿
知
須
の
き
ら
ら
浜
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で

は
44
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
で
、
世
界

１
５
２
の
国
と
地
域
か
ら
約
３
万
４
千

人
の
ス
カ
ウ
ト
が
集
い
、
様
々
な
活
動

を
し
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
に
も
、
７
月
31
日
・
８

月
１
日
・
５
日
・
６
日
の
４
日
間
で
16

橘地区の小学校では島中太鼓を披露。一緒にフラを
踊ったり、相手の好きな絵を描いて渡す名刺交換な
どで楽しい時間を過ごしました。

東
和
地
区
の
中
学
校
で
は
数
合
わ
せ
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

久賀小では竹とんぼ作りやうちわの
絵を描いたりして楽しみました。

安下庄中の生徒たち
は息の合った踊りを
披露し、スカウトの
皆さんも男子は法被、
女子はゆかた姿に着
替え、踊りによる交
流を行いました。

大島地区の小学校
では三蒲太鼓を披
露。この後、習字
や折り紙、大島音
頭や三蒲太鼓の体
験を通じて交流し
ました。

～「世界」が周防大島にやってきた～
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カ
国
か
ら
の
べ
３
６
０
人
が
来
町
し
、

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

町
内
の
各
学
校
で
は
、
ス
カ
ウ
ト
の

皆
さ
ん
を
も
て
な
そ
う
と
意
見
を
出
し

合
い
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
到
着
し
た
ス
カ
ウ

ト
の
皆
さ
ん
に
最
初
は
戸
惑
い
を
見
せ

な
が
ら
も
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、
子
ど

も
た
ち
の
方
か
ら
英
語
や
身
振
り
手
振

り
を
交
え
て
、
積
極
的
に
交
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

約
２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
カ
ウ
ト
の
皆

さ
ん
に
も
好
評
で
、
子
ど
も
た
ち
も
大

勢
の
外
国
の
方
と
ふ
れ
あ
う
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

東和地区の小学生たちは陸奥太鼓を披露。その後の
交流活動では、背の高いお兄さんたちが人気者に。

久
賀
中
で
は
勇
壮
な
引
山
太
鼓
で
お

出
迎
え
。
こ
の
後
、
女
子
は
ゆ
か
た

の
着
付
け
、
男
子
は
太
鼓
の
体
験
を

通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

大島中では、剣道の稽古の様子などを披露し、併せて体験もし
ていただきました。このほかにも習字や折り紙、けん玉のコー
ナーも設け交流しました。

学校だけでなく、地域の皆さ
んのご協力により、竹とんぼ
作りや地引き網の体験も行わ
れました。

周防大島町に来られた
スカウトの皆さん
イギリス、ノルウェー、スイス、
アメリカ、ドイツ、スロベニア、
台湾、メキシコ、韓国、スウェー
デン、イタリア、香港、ポル
トガル、インドネシア、アイ
スランド、オランダ、日本

23 ＲＤ
ＷＯＲＬＤ
ＳＣＯＵＴ
ＪＡＭＢＯＲＥＥ
ＪＡＰＡＮ 2015

　ジャンボリー開幕前の民泊受け入れ
は県内では周防大島町のみで、12 世帯
の受け入れ家庭へ 3 ～ 4 人ずつ分かれ
て宿泊しました。
　各家庭では、浮世絵の色付けや習字、
盆踊りなどの体験のほか、寿司や天ぷ
ら、お好み焼きなどがふるまわれるな
ど、工夫を凝らしたおもてなしで楽し
い時を過ごされました。

民泊でオランダ団を受け入れました
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
元
気
に
！ 

～
30◆

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

　

五
輪
塔
は
総
高
１
３
０
㎝
、
石
質
は
凝
灰
岩
製
で
玉
石

を
敷
き
並
べ
た
上
に
建
ち
、
各
面
と
も
素
面
で
銘
文
は
見

ら
れ
な
い
。

　

基
礎
は
高
さ
に
対
し
て
幅
が
狭
く
、
塔
身
は
球
形
で
上

下
端
の
奉
籠
孔
（
こ
の
施
設
に
は
経
巻
、
小
仏
像
、
遺
骨
、

爪
、
遺
髪
な
ど
納
め
る
）
は
大
形
で
笠
は
低
く
、
軒
幅
が

厚
い
こ
と
な
ど
か
ら
古
調
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

下
端
の
反
り
が
真
反
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
端
が
同

じ
く
曲
線
を
示
す
の
は
こ
の
当
時
の
も
の
と
し
て
は
珍
し

く
、
軒
幅
が
上
下
に
向
い
て
開
い
て
い
る
。

　

請
花（
う
け
ば
な
‐
風
輪
）、宝
珠（
空
輪
）は
別
石
で
造
っ

て
お
り
、
ほ
ぞ
穴
の
形
状
が
極
め
て
珍
し
い
造
り
で
あ
る
。

火
輪
の
屋
根
勾
配
が
緩
や
か
で
、
軒
が
厚
く
風
輪
の
背
が

高
い
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　

各
部
と
も
欠
損
が
著
し
い
が
、
全
体
的
に
古
式
の
見
ら

れ
る
優
品
で
あ
り
、
資
料
的
価
値
が
高
く
、
文
化
財
と
し

て
貴
重
で
あ
る
。

　

写
真
の
出
典
：
東
和
町
誌 

各
論
編
第
四
巻 

石
造
物

《
町
文
化
財
保
護
審
議
会　

会
長　

尾
野
榮
明
》

周 防 大 島 の 文 化 財９ 小 野 家 五 輪 塔
（和田）

　

み
な
さ
ん
、
夏
の
疲
れ
は
で
て
い
ま
せ
ん
か
？

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
。「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
～

健
康
寿
命
の
延
伸
～
」
の
統
一
標
語
の
も
と
、
運

動
や
食
事
な
ど
、
健
康
的
な
生
活
を
意
識
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
】　

◆
身
体
活
動
を
プ
ラ
ス
10
分
（
適
度
な
運
動
）

◆
毎
日
野
菜
を
プ
ラ
ス
１
皿
（
適
切
な
食
事
）

◆
タ
バ
コ
の
煙
を
マ
イ
ナ
ス
（
禁
煙
）

体
力
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
質
問
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
筋
肉
量
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
結
果
は

い
か
が
で
す
か
？

　

一
般
に
、
30
歳
前
後
か
ら
筋
肉
の
減
少
が
始
ま

り
、
75
歳
ま
で
に
半
分
に
な
る
筋
肉
。
特
に
落
ち

や
す
い
の
が
下
半
身
の
筋
肉
で
、
人
の
体
の
７
割

以
上
の
筋
肉
が
下
半
身
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

筋
肉
量
が
減
る
と
、
体
力
や
活
力
、
若
々
し
さ

が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
肥
満
や
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
罹
り
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
免
疫
力
や
抵
抗
力
が

落
ち
、
死
亡
率
が
上
が
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出

て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
研
究
班
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
歩
く
歩
数
を
増
や
し
た

り
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
筋
肉
の
貯

金
で
あ
る
「
貯
筋
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
よ
り

少
し
で
も
多
く
体
を
動
か
し
、
い
つ
ま
で
も
外
出

や
買
い
物
、
畑
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
の
日
常
生
活

を
楽
し
め
る
筋
力
を
保
ち
た
い
で
す
ね
。

▼
９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙

　
　

最
後
に
ク
ス
リ　

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

ま
ず
は
下
半
身
の
筋
肉
を
保
ち
ま
し
ょ
う

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
の
散
歩

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
体
力
面
だ
け
で
な
く
脳

の
活
性
化
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。
ズ
バ
リ
、

秋
の
七
草
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。（
答
え
は
15

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

【
チ
ェ
ッ
ク
項
目
】

①
最
近
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
気
が
す
る

②
日
頃
か
ら
よ
く
猫
背
に
な
る

③
座
る
と
す
ぐ
背
も
た
れ
に
も
た
れ
か
か
り
た

　

く
な
る

④
よ
く
つ
ま
づ
く

⑤
床
や
イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
時
、
テ
ー
ブ
ル

　

や
イ
ス
に
手
を
つ
い
て
立
ち
上
が
る

空輪（宝珠）

風輪（請花）

 
火輪（笠）

水輪（塔身）

地輪（基礎）
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住
宅
使
用
料
の

滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す

■
町
営
住
宅
等
の
使
用
料
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
等
使
用
料
は
、
世
帯
全
員
の
収
入
と
住
宅
の
立
地
条
件
、

規
模
、
建
設
時
か
ら
の
経
過
年
数
等
に
応
じ
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
の
納
期
限
は
、
毎
月
末
日
、
12
月
の
み
25
日
（
土
日
祝
日
の

場
合
は
翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
納
付
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
発
送

し
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
納
付
指
導
の
ほ
か
、
連
帯
保
証
人
に
納
付
指

導
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
額
が
増
え
ま
す
と
、
住
宅

の
明
渡
し
請
求
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
以
前
の
町
営
住
宅
等
使
用
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
生

活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
お
よ
び
税
務
課
徴
収
対
策
班
に
て
徴
収
し
て
い

ま
す
。

　

一
括
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
し
出
に
よ
っ
て
分
納
も
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

町
営
住
宅
等
は
、
皆
様
の
大
切
な
税
金
に
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
滞
納
し
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
～

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

　

税
務
課
徴
収
対
策
班
（
直
通
）
☎
０
８
２
９
（
７
４
）
１
０
３
１

■人口ビジョン・総合戦略策定事業
　人口ビジョンを作成することで周防大島町の将来
　人口を分析し、平成３１年までに必要な総合戦略
　の策定を行います。
◇問い合わせ　政策企画課 
　☎０８２０（７４）１００７
■起業家育成事業
　周防大島町の魅力と課題を認識し、新しい可能性
　を見出す、本町ならではの事業計画の立案により
　町内での起業を目指します。
◇問い合わせ　政策企画課
　☎０８２０（７４）１００７
■移住・定住促進事業
　本町を含む１市４町で構成する協議会において、　
　広島都市圏での移住 PR イベントの開催や管内にお
　いての婚活イベントを行います。
◇問い合わせ　政策企画課  
　☎０８２０（７４）１００７
■空き家活用事業
　自治会から空き家情報の提供をいただき、移住者
　向け空き家の確保と地域活動の振興を行います。
◇問い合わせ　政策企画課  
　☎０８２０（７４）１００７

■自治体向け移住体験ツアー事業
　移住希望者向けの島時々半島ツアーをアレンジし、
　自治体職員向けに移住体験ツアーを実施すること
　で、参加自治体の戦略スキルアップや周防大島町
　の PR を行うとともに、さまざまな情報を収集しま
　す。
◇問い合わせ　政策企画課  
　☎０８２０（７４）１００７
■アワサンゴＰＲ事業
　周防大島町の東南に群生するニホンアワサンゴを
　PR するために、PR 映像やグッズを制作し周知活
　動を図るとともに、保全活動に取り組みます。
◇問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２
■スポーツコミッション事業
　冬季の観光客の少ない時期に、サザンセト高校大
　島サッカー大会を実施し、選手をはじめ関係者・
　保護者を誘致します。また、合宿環境に適してい
　ることを PR し、高校・大学・企業のスポーツ合宿
　誘致を図るなど、地域スポーツの振興と地域経済
　の活性化を図ります。
◇問い合わせ　教育委員会 社会教育課
　☎０８２０（７８）２２０５

町  の  よ  さ  ん  ⑤

⑤次世代に素敵な未来を約束する町

 幸せに暮らせるまちづくりのために ･･･

地方創生関連事業
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出
が
必
要
で
す
。

◇
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首

輪
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た

り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
猫
の
健

康
や
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不

妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　

無
秩
序
な
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や

り
行
為
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
ノ
ミ

の
発
生
や
悪
臭
等
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

時
的
な
感
情
で
野
良
猫
に
エ
サ
を

与
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

９
月
１
日
～
10
月
31
日
は

　「
動
物
の
飼
い
方
マ
ナ
ー 

ア
ッ
プ
強
化
期
間
」

９
月
20
日
～
26
日
は
　

　「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す

　

気
づ
か
な
い
う
ち
に
ご
近
所
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
周
り

へ
配
慮
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。
み
ん
な
が
動
物
好
き
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
対
す
る
苦

情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
散
歩
中

に
、
フ
ン
を
し
た
ら
袋
な
ど
に
入

れ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
中
も
必
ず
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◇
飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し

て
、
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は
、「
登

録
」
と
毎
年
１
回
の
「
狂
犬
病
予

防
注
射
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

◇
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
飼
主

や
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届

　

周
防
大
島
町
共
同
墓
地　
『
つ
つ
じ
墓
園
』
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

使
用
許
可
申
請
を
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
者
の
資
格　
　

　

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

（
２
）
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者

（
３
）
町
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
者

※
町
外
居
住
の
場
合
は
、
管
理
人
の
選
任
が
必
要
で
す
。

■
所
在
地
お
よ
び
使
用
料

○
所
在
地

　

周
防
大
島
町
大
字
西
三
蒲
１
２
６
７
番
地
１

○
墓
所
の
面
積　
　
　
　

　

１
区
画　

　

約
１
・
５
ｍ
×
１
・
５
ｍ
（
縁
石
を
含
む
）

○
使
用
料
（
永
代
）　　

　

18
万
円
（
１
区
画
）

○
管
理
料
（
永
代
）　　
　

　

２
万
円
（
１
区
画
）

※
許
可
の
際
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
方
法　
　
　
　
　

　

各
総
合
支
所
・
生
活
衛
生
課
に
備
え
付
け
の
墓

所
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意

　

町
で
は
、
石
材
業
者
の
指
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
石
材
業
者
等
に
よ
る
申
し
込
み
代
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

つ
つ
じ
墓
園
使
用
の
ご
案
内
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慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）
一

月
二
十
二
日
、
長
州
藩
に
対
し
て
、

十
万
石
の
領
土
を
取
り
上
げ
、
藩
主

父
子
を
隠
居
さ
せ
る
な
ど
の
処
分
が

決
定
し
ま
し
た
。
薩
長
同
盟
が
結
ば

れ
た
翌
日
の
こ
と
で
す
。
幕
府
は
老

中
の
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
長な
が
み
ち行
を
広
島
に
派
遣
し
、

長
州
藩
と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
が
、

長
州
藩
は
処
分
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
、つ
い
に
六
月
七
日
、

幕
府
軍
艦
長
崎
丸
が
上
関
を
砲
撃
し

た
こ
と
で
、
四
境
の
役
が
開
戦
し
ま

す
。

　

阿
月
に
領
地
を
持
つ
浦う
ら
ゆ
き
え

靱
負
は
、

六
月
七
日
の
状
況
を
「
午
前
十
時
頃
、

蒸
気
船
が
上
関
の
横
島
近
辺
か
ら
白

浜
を
砲
発
し
た
。
四
～
五
発
の
う
ち

一
発
は
千
葉
岳
に
撃
ち
込
ま
れ
、
二

発
は
海
中
に
落
ち
た
。
そ
れ
よ
り
、

蒸
気
船
は
大
波
に
出
て
、
大
島
郡
安

下
庄
あ
た
り
で
四
～
五
発
の
砲
声
が

あ
っ
た
。」
と
日
記
に
記
し
て
い
ま
す

（「
浦
靱
負
日
記
」『
山
口
県
史 

史
料

編 
幕
末
維
新
３
』
所
収
）。
ま
た
、
大

島
郡
代
官
の
斉
藤
一
郎
兵
衛
は
、「
蒸

気
船
一
艘
が
安
下
庄
の
立
島
に
乗
り

入
れ
て
大
砲
を
四
発
打
ち
、
一
発
は

空
発
、
二
発
は
竜
崎
の
海
中
に
落
ち
、

四
境
の
役
一
五
〇
周
年
連
載
コ
ラ
ム
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

准
教
授　

田
口
由
香

一
発
は
外
入
村
に
向
か
っ
て
打
っ
た
。

そ
し
て
伊
予
大
洲
に
向
け
て
出
帆
し

た
。」
と
報
告
し
て
い
ま
す
（「
四
境

戦
争
一
事
」『
山
口
県
史 

史
料
編 

幕

末
維
新
４
』
所
収
）。

　

大
島
口
の
戦
い
は
六
月
七
日
か
ら

二
十
日
頃
ま
で
続
き
ま
す
が
、
旧
暦

の
六
月
七
日
は
現
在
の
七
月
十
八
日

に
あ
た
り
、
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い

時
期
に
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
次
回
は
「
大
島
口
の
戦
い
」
に
つ

い
て
で
す
。

▼
四
境
の
役
の
開
戦

▲安下庄湾と立島

　電気さくを設置する場合は、電気事業法に基づく電

気設備に関する技術基準を定める省令によって、感電

防止のために次の処置を講じることが必要とされてい

ます。

1　出力電力が制限される電気さく用電源装置から電

　気の供給を受けること。

2　30 ボルト以上の電源から電気の供給を受ける場合

　は、危険防止のために漏電遮断装置を設置すること。

3　電気さくの電路には、容易に開閉できる箇所に開

　閉器を設置すること。

4　周囲の人が見やすい位置に危険表示を行うこと。

　電気さくを設置する際は上記の事項を良く守り、安

全な使用をお願い致します。

■問い合わせ　農林課 農林振興班

☎０８２０（７９）１００２

　公共下水道、農業集落排水及び漁業集落排水に接続

している方で、水道水から井戸水へ変更もしくは併用

される場合は、事前に上下水道課、総合支所又は出張

所へ「下水道使用変更届」をご提出ください。

　届出がないと、「不正な手段」として罰則の対象と

なるだけではなく、皆さんの使用料などで運営してい

る下水道や農業・漁業集落排水事業の健全経営を損な

うことになります。

　なお、町の水道管と井戸水などの管を直接接続する

ことは、水道水の汚染につながり、法律で固く禁止さ

れていますので、該当する場合は、速やかに町指定給

水装置工事事業者にご連絡のうえ、切り離しをお願い

します。

　ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　上下水道課 管理班

　☎０８２０（７９）１０１１

新たに井戸水を下水道・集落排水
処理区域で使用する場合は届出を！ 鳥獣対策用の電気さくについて
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　この大会は、タイムを競うレースではなく、制限時間
内に自転車で風光明媚なサザンセト地域の景観を楽しみ
ながら走行するサイクリングイベントです。
　大会当日は交通混雑が予想されます。安全対策のため、
コースおよび各所に警備員・誘導員を配置いたしますの
で、ご不便・ご迷惑をおかけいたしますが、現場での指
示にご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

【重点目標】
☆子供と高齢者の交通事故防止
☆夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　（特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）
☆後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
☆飲酒運転の根絶
☆スピードダウンの推進（県重点）

や な い 警

察

署

だ

よ

り

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

秋の全国交通安全運動に参加しよう
　９月２１日㈪から９月３０日㈬までの１０日間、「秋の全国交
通安全運動」が実施されます。
　重点目標は下記のとおりとなりますので、行楽シーズンに向け
て県民総参加で交通事故防止に取り組みましょう。

○夕暮れ時の交通事故防止について
　つい最近まで明るかった時間帯でも、薄暗く、見えにくくなってきていませんか。夕暮れ時に　外
出をする時は反射材の着用、ペンライトを持つなどし、車に自分の存在をしっかりとアピールするよ
うに心がけましょう。

■問い合わせ
サザンセト・ロングライド in やまぐち実行委員会
事務局　㈱ JTB 中国四国徳山支店
　　　　　　　　　　　　　☎ 0834（22）0808
地元事務局　柳井商工会議所　
　　　　　　　　　　　　　 ☎ 0820（22）3731

場所名 先頭到着予定 最後尾通過予定
柳井ウェルネスパーク 06：15 07：00

むくのパーク（椋野漁港） 07：03 08：30

なぎさパーク（陸奥記念館） 08：13 10：33

橘ウインドパーク 09：11 12：13

伊保庄マリンパーク 10：28 14：29

道の駅上関海峡 11：15 15：47

柳井ウェルネスパーク 12：25 17：50

開催日　10 月 4 日㈰
コース　柳井市・周防大島町・上関町・平生町・田布施町を巡るコース（距離：160 ㎞）

　　　　スタート / ゴール　　柳井ウェルネスパーク

『2015 サザンセト・ロングライド in やまぐち 』を開催します

■通過予定時刻
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ふ
と
し
た
瞬
間
、
目
や
耳
に
す
る
周

防
大
島
の
話
題
は
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
先
日
た
ま
た
ま
聴
い
て
い
た
ラ
ジ

オ
番
組
で
大
昔
の
釣
り
の
話
を
す
る

中
、「
一
本
釣
り
漁
法
の
日
本
伝
来
は

周
防
大
島
か
ら
で
す
け
ど
…
」
と
サ

ラ
ッ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
驚
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
良
く
知
る
事
実

な
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
お
盆
の
話

題
で
は
「
周
防
大
島
の
旧
東
和
町
で
は

盆
に
島
が
沈
む
と
言
い
ま
す
が
…
」
と

い
う
話
も
聴
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
周
防
大
島
の
夏
は
元
気
で
し

た
。
夏
休
み
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
毎

週
土
曜
日
に
行
わ
れ
た
サ
タ
デ
ー
フ

ラ
。
７
月
の
終
わ
り
に
は
三
蒲
で
狼
煙

が
あ
が
り
、
８
月
の
頭
に
は
文
珠
山
で

ソ
ー
メ
ン
流
し
大
会
。
お
盆
休
み
に
入

る
と
そ
の
山
頂
に
「
大
」
の
字
が
。
提

灯
で
描
か
れ
た
大
の
字
が
夜
空
に
浮
か

ぶ
姿
は
美
し
く
、
不
思
議
と
心
安
ら
ぐ

も
の
で
し
た
。
町
内
各
所
で
催
さ
れ
た

盆
踊
り
や
花
火
大
会
も
多
く
、
帰
省
さ

れ
た
方
、
観
光
で
訪
れ
た
方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の

多
く
は
年
配
の
方
々
の
ご
尽
力
と
地
元

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
交
わ
り
共
に
楽

し
む
移
住
者
の
存
在
も
目
立
ち
、
次
に

続
く
周
防
大
島
移
住
希
望
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
安
心
材
料
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
月
恒
例
の
海
岸
清
掃
「
島

く
ら
す
海
そ
う
じ
」。
次
回
は
、
10
月

3
日
㈯
午
前
7
時
よ
り
土
居
の
海
岸
を

清
掃
し
ま
す
。
11
日
㈰
に
行
わ
れ
る
土

居
神
社
秋
の
例
大
祭
を
前
に
お
神
輿
が

通
る
海
岸
沿
い
の
ゴ
ミ
を
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
拾
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
日
良
居
支
所
付
近
の
海
岸
で
す
。

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
31

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲文珠山山頂に浮かび上がる大の字
（撮影：星出孝則）

■
期
日　

10
月
17
日
㈯

■
場
所　

周
防
大
島
町
浮
島

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
45
歳
未

満
の
独
身
女
性
（
学
生
不
可
）

■
定
員　

15
名（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
応
募
締
切　

９
月
30
日
㈬

■
応
募
方
法　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
受

付
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
連
絡

■
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
柳
井
水
産
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
７
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
８
２
０
（
２
３
）
５
４
７
４

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

a16404@
pref.yam

aguchi.lg.jp

■
主
催

　

山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
柳
井
支
部　

■
協
力

　

山
口
県
柳
井
水
産
事
務
所

海の男と
ハニカミ

プラン
in 浮島

　

独
身
漁
業
者
と
浮
島
の
海
辺
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

海
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

企
画
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

お
昼
は
、
漁
師
の
獲
っ
て
き
た
新
鮮
な
魚
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

　

海
の
男
と
真
面
目
に
お
付
き
合
い
し
た
い
独

身
女
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
性
は
光
市
、

田
布
施
町
、
周
防
大
島
町
、
上
関
町
、
柳
井
市

在
住
の
20
～
50
才
ま
で
の
独
身
漁
業
者
で
す
。

見守りネットワークの
輪が広がりました

　

周
防
大
島
町
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
関
す
る
協
定
に
、
新
た
に
山
口
大
島
農

業
協
同
組
合
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
８
月
11

日
、
大
島
庁
舎
に
お
い
て
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
配
達
な
ど
で
訪
問
し
た
際
に
、
子

ど
も
や
高
齢
者
等
の
異
変
を
察
知
し
た
場
合

は
、
町
や
消
防
署
、
警
察
署
に
連
絡
す
る
も
の

で
、
こ
の
た
び
の
協
定
締
結
に
よ
り
事
業
者
は

65
社
、
個
人
が
20
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り

ま
し
た
。
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広
く
募
集
し
て
い
た
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
に
つ
い
て
、
８
月
３
日
、
愛
称
選
定

委
員
会
の
新
山
玄
雄
委
員
長
か
ら
椎
木
町
長
に
選

考
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
称
は
、
町
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
０
８

点
の
作
品
か
ら
選
考
さ
れ
、
こ
の
中
で
「
宮
本
常

一
」
を
冠
す
る
も
の
が
15
作
品
と
多
く
、
ま
た
、

同
氏
の
関
係
資
料
を
網
羅
的
に
収
蔵
し
て
い
る
施

設
は
全
国
的
に
も
類
が
な
い
こ
と
を
受
け
、
最
終

的
に
は
、
今
後
も
そ
の
事
績
を
通
し
て
幅
広
い

活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

「
宮
本
常
一
記
念
館
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
に
応
募
さ
れ
た
の
は
、
福
田
忠
邦
さ

ん
（
油
宇
）
と
光
田
伸
幸
さ
ん
（
西
安
下
庄
）
で
、

お
二
人
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

周防大島文化交流センター新愛称は

「宮本常一記念館」

英語だけで過ごす２日間

　

今
回
で
19
回
目
と
な
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

が
、
８
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、
橘
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
町
内
の
中

学
生
14
名
と
周
防
大
島
高
校

の
4
名
で
、
県
内
東
部
に
所

属
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
10
名
と
一
緒
に
日

常
生
活
の
英
語
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

英
語
だ
け
の
生
活
は
日
頃

は
な
か
な
か
体
験
出
来
な
い

こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

有
意
義
な
２
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
町
内
の
児
童
ク

ラ
ブ
で
英
語
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
町
が
英
語
教
育
の
一
環

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
授
業

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
小
学
校
高

学
年
の
前
の
段
階
で
も
英
語
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
回
初
め
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
ゲ
ー
ム
や
体
操
な
ど
も

取
り
入
れ
て
、
楽
し
く
英
語
を
学
び

ま
し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

▶
新
山
委
員
長
（
写
真
左
）
の

報
告
を
受
け
る
椎
木
町
長

▲
宮
本
常
一
記
念
館
の
愛
称
で

今
後
も
親
し
ま
れ
る
施
設
に

▶
元
気
よ
く
発
音
し
ま
し
た
（
写

真
は
久
賀
児
童
館
）

▶
グ
ル
ー
プ
別
に
い
ろ
い
ろ
な

問
題
も
解
い
て
い
き
ま
し
た
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こ
の
た
び
、
久
賀
・
椋
野
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
お
よ

び
橘
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

等
を
整
備
し
、
椎
木
町
長
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
は
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
で
久
賀
・
椋
野
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
で
は

携
帯
式
太
陽
電
池
や
防
災
ラ
ジ
オ
・
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
防

災
用
品
を
、
橘
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
ハ
ロ
ゲ
ン

投
光
機
や
ド
ラ
ム
式
延
長
コ
ー
ド
・
紅
白
提
灯
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
購
入
し
、
地
区
の
集
会
所
に
整
備
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
ま
し
た

▲ 7 月 30 日、久賀・椋野地
区自治会連絡協議会会長伊
藤務さんが、町長へ報告を
行いました。

▲ 8 月 13 日、橘和地区自
治会連絡協議会会長高瀬光
香さんが、町長へ報告を行
いました。

　

こ
ん
に
ち
は
！

私
の
名
前
は
、
ケ
ー
シ
ー
・
コ
ガ
チ
で
す
。
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル

か
ら
来
ま
し
た
。
東
和
地
区
と
久
賀
地
区
の
小
学
校
と
中
学
校
の

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
で
す
。

　

日
本
の
交
流
と
教
育
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）

を
通
し
て
、
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

周
防
大
島
も
日
本
も
初
め
て
で
す
！
と
て
も
嬉
し
く
て
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。
周
防
大
島
は
美
し
く
、み
な
さ
ん
と
て
も
親
切
で
、

歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
周
防
大
島
で
暮
ら
し
、
そ
し
て

働
け
る
こ
と
に
な
っ
て
と
て
も
幸
運
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
日
本
で
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
働
く
こ
と
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
教
え
る
こ
と
の
経
験
を
積
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
し
、
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
か
ら
で

す
。
と
同
時
に
生
徒
た
ち
と
ア
メ
リ
カ
と
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
共
有

し
た
い
と
願
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
日
系
４
世
な
の
で
、
日
本
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
先
祖
や
日
本
の
文
化
、
言
葉
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

祖
父
母
は
広
島
、
沖
縄
、
山
口
の
出
身
で
す
。
だ
か
ら
、
山
口

県
で
生
活
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。
周
防
大
島
の
み
な

さ
ん
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

周
防
大
島
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

科学するココロを育む

　

横
見
出
身
で
水
素
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
中
原
勝
先
生
の
講
演
会

が
８
月
22
日
・
24
日
の
両
日
、
町
内
の
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
科
学
す
る
コ
コ
ロ
講
演
会
実
行
委

員
会
な
ど
が
主
催
（
町
な
ど
が
後
援
）
し
て
実
現
し

た
も
の
で
、
22
日
は
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
親
子
連

れ
な
ど
40
名
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
水
素
の
話
を
受
講
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
８
月
９
日
・
10
日
に
は
、
は
や
ぶ
さ
が
持

ち
帰
っ
た
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
の
解
析
に
実

際
に
携
わ
っ
た
、
岡
山
大
学
の
国
広
卓
也
先
生
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ＡＬＴ（外国語指導助手）
ケーシー・コガチさん

▶
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
、
と

思
う
と
こ
ろ
か
ら
」
と
中
原
先
生
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お知らせ９月

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

東
和
病
院
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

看
護
助
手　

若
干
名
（
60
歳
以

下
・
性
別
不
問
）

■
勤
務
先

　

周
防
大
島
町
立
東
和
病
院

■
採
用
予
定
日

　

11
月
１
日

■
勤
務
内
容
等　

リ
ネ
ン
類
の
洗

濯
作
業
、
シ
ー
ツ
交
換
、
お
む
つ

交
換
、
食
事
・
入
浴
介
護
、
看
護

補
助
業
務
等

■
受
付
期
間

　

10
月
９
日
㈮
ま
で

(

平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分)

■
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書(

市

販
可)

を
郵
送
も
し
く
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局　

総
務

部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２ 

児
童
巡
回
相
談

■
日
時　

10
月
６
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

■
相
談
内
容　

18
歳
未
満
の
児
童

に
係
る
育
成
相
談
、
障
害
相
談
、

養
護
相
談
、
非
行
相
談
、
そ
の
他

児
童
養
育
上
困
っ
て
い
る
こ
と

■
相
談
員　

岩
国
児
童
相
談
所　

児
童
福
祉
司
・
児
童
心
理
司

■
定
員　

４
名　

※
要
予
約
・
先

着
順

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

無
料
法
律
相
談

■
日
時

　

10
月
６
日
㈫

　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

（
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
ま
で
）

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ

る
場
合
は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
場
所

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
2
階
特
別

会
議
室
（
岩
国
市
三
笠
町
1
丁
目

1
番
1
号
）

■
相
談
内
容

　

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
等

の
法
律
上
の
問
題

■
相
談
担
当
者

　

山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国
地
区

会
）
所
属
の
弁
護
士

募
集

■
主
催

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
・

山
口
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部
・
山

口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区
会

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

調
停
相
談
事
業 

無
料
相
談
会

　

岩
国
調
停
協
会
所
属
の
民
事
・

家
事
調
停
委
員
に
よ
る
調
停
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
日
時

　

10
月
23
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
相
談
場
所

　

岩
国
市
民
会
館　

第
１
研
修
室

■
相
談
内
容

　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・

公
害
・
家
庭
に
関
す
る
問
題
な
ど

■
相
談
員

　

岩
国
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調

停
委
員
・
家
事
調
停
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

司
法
書
士
に
よ
る
法
の
日

無
料
法
律
相
談

■
相
談
内
容　

不
動
産
登
記
、
会

社
登
記
、
相
続
、
裁
判
手
続
、
債

務
整
理
、
成
年
後
見
等

■
日
時　

10
月
5
日
㈪

　

午
後
０
時
30
分
か
ら
4
時
ま
で

　

予
約
は
不
要
で
す
。

■
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
司
法
書
士
会
岩
国
支
部

（
吉
弘
功
）

☎
０
８
２
０
（
２
４
）
１
３
０
０

行
政
書
士
が
行
う

無
料
電
話
相
談

　

10
月
の
１
カ
月
間
、
日
本
行
政

書
士
会
連
合
会
「
行
政
書
士
制
度

広
報
月
間
」
の
実
施
に
伴
い
、
山

口
県
行
政
書
士
会
は
、
県
下
各
地

域
の
皆
様
か
ら
行
政
書
士
業
務
に

関
す
る
ご
相
談
を
受
け
、
こ
れ
に

お
答
え
す
る
「
行
政
書
士
電
話
相

談
」
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
方
法

　

無
料
電
話
相
談

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
１
２
３
）
８
０
９

■
相
談
内
容

　

相
続
、
遺
言
、
自
動
車
、
建
設

業
、
法
人
設
立
、
契
約
、
示
談
、

内
容
証
明
、
農
地
転
用
、
公
正
証

書
、
営
業
許
可
、
国
際
業
務
、
成

年
後
見
、
産
業
廃
棄
物
、
交
通
事

故
、
告
訴
状
、
著
作
権
な
ど
に
関

す
る
こ
と

相
談
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■
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
０
５
９

障
が
い
者
合
同
就
職
説
明
会

■
日
時

　

10
月
16
日
㈮

　

午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
ま
で

（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

山
口
県
柳
井
総
合
庁
舎

（
柳
井
市
南
町
３
‐
９
‐
３
）

■
主
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

（
柳
井
公
共
職
業
安
定
所
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
６
６
１

求
職
者
の
た
め
の
適
性
適
職

検
査

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

興
味
・
能
力
の
観
点
か
ら
職
業
と

の
相
性
を
調
べ
ま
す
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
仕
事
の
選
択
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

お知らせ９月

■
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

①
午
前
10
時
～
②
午
前
11
時
～

　

③
午
後
０
時
～

■
場
所　

　

柳
井
市
中
央
公
民
館
（
柳
井
市

柳
井
３
７
１
８
）

■
対
象　

　

15
～
39
歳
の
求
職
中
の
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
相

談
料
無
料
、
要
事
前
予
約
）

し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
３
４
（
２
７
）
６
２
７
０

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

 

Ⅳ
期
受
講
者
募
集

　

職
場
復
帰
を
目
指
し
、
技
術
を

再
確
認
し
た
い
看
護
職
の
方
が
対

象
の
研
修
で
す
。

■
対
象　

未
就
業
の
看
護
職

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
12

月
17
日
㈭

■
研
修
期
間　

平
成
28
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
間
の
５
日
程
度

■
研
修
会
場　

県
内
の
地
域
協
力

病
院

■
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・

演
習
・
見
学
実
習　

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山
口

県
看
護
協
会
内
）

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

㈫
～
㈯
の
み

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

小
さ
な
負
担
で
大
き
な
保
障

「
中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制

度
」

平
成
27
年
6
月
1
日
以
降
の
入
院

に
つ
い
て
、
1
日
目
か
ら
の
入
院

給
付
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

〇
加
入
で
き
る
方
は
、
県
内
の
中

小
企
業
の
勤
労
者
で
、
契
約
発
効

日
の
前
日
に
健
康
な
方

〇
こ
の
制
度
は
、
死
亡
・
障
害
・
入

院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に

対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
ま
た
、

結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高

校
入
学
時
の
祝
金
も
給
付
し
ま
す
。

〇
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
全
国

宿
泊
施
設
利
用
料
助
成
（
１
人　

２
０
０
０
円
・
３
０
０
０
円
）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料

助
成
（
１
人　

１
０
０
０
円
～

８
０
０
０
円
）

国
家
資
格
試
験
等
受
験
料
助
成

（
１
人　

２
０
０
０
円
・
４
０
０
０

円
）

〇
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算

お
知
ら
せ

入
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
勤
労
福
祉
共
済
会

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

屋
外
広
告
物
講
習
会
を
開
催

し
ま
す

　

受
講
者
は
、
山
口
県
の
屋
外
広

告
業
登
録
の
際
に
必
ず
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
「
業
務
主
任
者
」

の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
程　

　

10
月
26
日
㈪
午
前
９
時
50
分
～

※
今
年
度
か
ら
開
始
時
間
を
5
分

前
倒
し

■
会
場

　

山
口
県
庁
共
用
第
３
会
議
室

■
受
講
手
数
料　

３
４
５
０
円

■
申
込
期
間

9
月
10
日
㈭
～
10
月
9
日
㈮
（
消

印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

　

山
口
県
柳
井
土
木
建
築
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
３
３

型 種 月掛金
( １人 )

最高給付金額 
( 交通事故 ) 死亡 加入年齢

１型 450 円  240 万円  

満 15 歳以上満 65 歳未満 
（4 型は満 50 歳未満まで）

２型 900 円  480 万円  

３型 1,500 円  720 万円  

４型 2,000 円  1,000 万円  

高齢者型 450 円  100 万円  満 65 歳以上満 71 歳未満

ﾌｧﾐﾘｰ型 500 円  200 万円  0 歳以上満 65 歳未満 
（子供は満 25 歳未満）

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　10 月５日㈪　午前９時 30 分～正午

◆場　　所　橘総合センター

◆相談内容　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　  離婚などの生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５
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お知らせ９月
「
大
島
郡
中
学
校
生
徒
の

主
張
発
表
大
会
」
の
開
催

　

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
生
徒

の
主
張
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
７
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分　

開
会

■
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
地
区
社
会
を
明
る
く

　

す
る
運
動
推
進
委
員
会
事
務
局

　
（
大
島
保
護
区
保
護
司
会
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
０
３
６

小
児
救
急
講
演
会

「
お
母
さ
ん
の
疑
問
Ｑ
＆
Ａ
」

の
ご
案
内

　

育
児
相
談
な
ど
で
、
お
母
さ
ん

か
ら
お
聞
き
し
た
疑
問
に
つ
い

て
、
小
児
科
の
医
師
が
答
え
て
く

れ
ま
す
。

■
日
時　

９
月
17
日
㈭

　

午
後
2
時
～
3
時

■
場
所　

日
良
居
庁
舎
（
旧
日
良

居
中
学
校
）　

会
議
室

■
講
師　

厚
生
連
周
東
総
合
病
院

　

小
児
科
部
長　

元
山 

将 

先
生

■
申
し
込
み
方
法　

健
康
増
進
課

ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

■
主
催　

大
島
郡
医
師
会

■
共
催　

周
防
大
島
町

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

■
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円

■
特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
建
退
共
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
退
共
山
口
支
部

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
９
４
６
６

第
27
回
サ
ザ
ン
セ
ト
音
楽
祭

郷
土
芸
能
の
部
・
邦
楽
の
部

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

■
日
時　

平
成
28
年
１
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
開
演

■
場
所　

サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

■
募
集
内
容　

・
郷
土
芸
能
の
部　

郷
土
芸
能
（
郷

土
に
伝
わ
る
民
話
に
基
づ
い
た
創
作

劇
も
含
む
。）
出
演
時
間
15
分
以
内

・
邦
楽
の
部　

演
奏
時
間
は
10
分
以
内

■
応
募
締
切　

９
月
30
日
㈬

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

サ
ザ
ン
セ
ト
音
楽
祭
実
行
委
員

会
（
サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い
）

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
１
１
１

第
51
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会

作
品
を
募
集
し
ま
す

■
展
示
期
間　

　

11
月
14
日
㈯
～
18
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
部
門
・
応
募
点
数

○
第
一
部
「
美
術
」　
（
絵
画
・
彫

塑
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
）
各
項
１

人
１
点
（
陶
芸
・
木
工
・
竹
工
・

金
工
は
２
点
ま
で
）

○
第
二
部
「
書
」　

１
人
１
点

○
第
三
部
「
写
真
」　

１
人
２
点
ま
で

■
応
募
資
格　

柳
井
市
お
よ
び
周

防
大
島
町
に
居
住
ま
た
は
柳
井
市

内
に
勤
務
・
通
学
す
る
人
、
も
し

く
は
関
係
団
体
に
所
属
し
て
い
る

人
（
中
学
生
以
下
除
く
）

■
出
品
料　

各
部
・
各
項
ご
と
に

１
人
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

■
受
付
・
搬
入
日
時　

11
月
９
日

㈪　

正
午
～
午
後
６
時

■
開
会
式
お
よ
び
表
彰
式　

　

11
月
14
日
㈯　

午
前
９
時
～

※
表
彰
式
後
、
各
部
門
別
に
審
査
員

に
よ
る
作
品
の
解
説
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

第
51
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会
運

営
委
員
会
（
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
内
）　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

　

内
線
３
３
１

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

　

自
動
車
を
使
っ
て
マ
イ
カ
ー
点

検
の
方
法
に
つ
い
て
簡
単
な
実
習

が
あ
り
ま
す
。
軽
装
で
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
会
場　

柳
井
自
動
車
学
校
（
柳

井
市
柳
井
１
６
９
７
‐
２
）

■
募
集
人
員　

50
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
そ
の
他　

参
加
者
に
は
粗
品
お

よ
び
小
冊
子
「
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
進
呈
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

最
寄
り
の
整
備
工

場
ま
た
は
山
口
県
自
動
車
整
備
振

興
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
８
１
２
３

電
波
に
関
す
る
お
困
り
ご
と

や
ご
相
談

　

中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法

無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
な
ど
、

電
波
に
関
す
る
相
談
電
話
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害
相
談

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
３
２

受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
８
３

電
波
利
用
料

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
０
８

そ
の
他
行
政
相
談

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
１
４
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お知らせ９月

開催日　１０月１０日㈯  　

　時間　午前９時から正午頃まで
　　　　　（午前８時半から受付を開始します）

　会場　周防大島町陸上競技場内ジョギングコースまたは、　
　　　　片添ヶ浜折り返し５ｋｍコース（参加者の体調に合
　　　　わせて選択できます）
　　　 ※雨天時は、周防大島町総合体育館で実施します。

　対象者　町民（ウォーキングができれば年齢問わず）
　参加料　無料
　　※事前の申し込みは不要です。ウォーキングができる服
　　　装で当日ご参加ください。水分補給は各自で準備をお
　　　願いします。ポールは主催者で用意します。
　講師　全日本ノルディック・ウォーク連盟公認指導員
　参加賞　超軽量マルチスポーツリュック
　問い合わせ　社会教育課 スポーツ振興班
　　　　　　　☎０８２０（７８）５０４８

～みんなで防犯・交通安全について考えよう～

◆日時　10 月 13 日㈫　　　
　　　　午後 1 時 30 分開演（開場：午後０時 30 分）

◆場所　大島文化センター

◆入場料　無料
◆内容　ザ・ポリスターズによる「うそ電話詐欺  
被害防止寸劇」、交通安全教室「みんなで楽しく交通
安全を学びましょう」、山口県警察音楽隊によるコン
サート
◆主催　柳井広域防犯対策協議会
◆共催　周防大島町・柳井警察署
◆問い合わせ　
　柳井警察署生活安全課
☎０８２０（２３）０１１０

　　　　皆様のご来場をお待ちしております。

ルーラル・オレンジ・フェスタ
　　　

　　　in 周防大島　

　   日時　11 月 15 日㈰
　　     　午前 9 時～午後 3 時
　　■三蒲会場
　　　東三蒲（JA 山口大島三蒲支所）

　　■東和会場
　　　西方（道の駅サザンセトとうわ）

　　　○協力開催　

　　　　戸田青空市（ガソリンスタンド斜め前）

　　　　日時　11 月 14 日㈯

　　　　　　　午前 6 時～午前 9 時 30 分

皆さまのお越しをお待ちしております。

のんたウォーキング２０１５を開催します

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
で
の
ん
び
り
楽
し
く

　

高
齢
化
の
進
む
本
町
で
は
、
老
若
男
女

誰
も
が
気
軽
に
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
最
近
リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
を
昨

年
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
北

欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し

た
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。
１
９
３
０
年
代
か
ら
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
の
夏
場

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ

れ
、
１
９
０
０
年
代
後
半
か
ら
は
そ
の
手

軽
さ
と
全
身
運
動
効
果
の
高
い
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
中
で
急
速
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

事前申し込み不要
参加料無料

安全フェスタ in 大島
警察音楽隊がやって来る！
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お知らせ９月

橘
図
書
館
ま
つ
り

■
開
催
日　

　

10
月
３
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

来
年
は
四
境
の
役
大
島
口
の
戦

い
か
ら
１
５
０
周
年
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
今
年
は
四

境
の
役
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
な
る
図
書
館
ま
つ
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
お
は
な
し
の
会
（
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

　

午
前
９
時
30
分
～
９
時
50
分

②
講
演

　

演
題　
『
四
境
の
役
っ
て
ど
ん
な

戦
い
？
』

　

講
師　

橘
郷
土
会 

副
会
長

　
　
　
　

正
久　

武
則　

先
生

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

③
ク
イ
ズ　
（
子
ど
も
対
象
）

④
く
じ
び
き

⑤
図
書
館
カ
フ
ェ

　

ド
リ
ン
ク
と
お
菓
子
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑤
バ
ザ
ー（
オ
レ
ン
ジ
母
親
ク
ラ
ブ
）

⑥
雑
誌
・
古
本
市
（
⑥
の
み
終
日
）

※
不
要
に
な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
提
供
下
さ
い
。

（
た
だ
し
、
本
の
内
容
や
汚
れ
・
破

損
が
激
し
い
本
は
お
引
取
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

　

橘
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

第
68
回
大
島
美
連
展

　

町
内
の
美
術
愛
好
家
に
よ
り
毎

年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
観
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
9
日
㈮
～
13
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
９
日
は
午
後
１
時
～
５
時

■
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
出
品
者　

　

大
島
美
術
連
盟
会
員

■
展
示
内
容　

　

油
絵
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
版

画
・
写
真
等

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
美
術
連
盟
事
務
局
（
金
元
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
１
３
１
７

大
島
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５

　

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
ま
た
平

素
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

○
お
茶
席
・
音
楽
会

・
期
日

　

10
月
31
日
㈯

・
場
所

　

大
島
庁
舎
ロ
ビ
ー

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

・
時
間　

　

お
茶
席　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

音
楽
会　

午
後
1
時
30
分
～
５
時

※
お
茶
席　

・
抹
茶
席
（
お
茶
券
５
０
０
円
）

・
煎
茶
体
験
席
（
無
料
）

○
囲
碁
大
会

・
期
日　

10
月
18
日
㈰

・
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

研
修
室
１
・
２

・
時
間　

午
前
10
時
～

■
問
い
合
わ
せ　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
秋
コ
ー
ス
～

○
布
わ
ら
じ
づ
く
り

・
日
時

　

10
月
10
日
㈯

　

午
後
1
時
～
５
時

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
（
西

安
下
庄
）

・
体
験
料　

１
７
０
０
円

・
受
入
人
数　

３
～
５
人

・
募
集
締
め
切
り

　

９
月
30
日
㈬

※
作
業
の
し
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
健
康
茶
＆
郷
土
料
理
づ
く
り

・
日
時

　

10
月
15
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

・
場
所　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン

タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

10
月
５
日
㈪

※
昼
食
あ
り

○
み
か
ん
パ
ン
と
み
か
ん
ピ
ザ
づ
く

り・
日
時

　

10
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
～
4
時

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
（
西
安

下
庄
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

10
月
7
日
㈬

○
芋
ほ
り
体
験
と
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

づ
く
り

・
日
時

　

10
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

10
月
９
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

第
25
回
さ
つ
き
園

ふ
れ
あ
い
祭
り

■
日
時　

　

10
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

さ
つ
き
園
（
西
屋
代
）

■
催
し
物

　

演
芸
、
バ
ザ
ー
（
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
、
か
ら
揚
げ
、
た
い
焼
き
、

ジ
ュ
ー
ス
、
肉
う
ど
ん
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
ど
）、
ゲ
ー
ム
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
販
売
、
手
芸
品
・
陶
芸
品
・

農
作
物
販
売
、創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

※
バ
ザ
ー
等
の
内
容
は
当
日
変
更

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

さ
つ
き
園

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
３
５
６

催
し
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お知らせ９月

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
病
院
に
通
院
や
入
院
を

し
て
い
る
人
は
、
国
内
で
３
２
３
万
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。
が
ん
１
５
２
万
人
、
脳
血
管
疾

患
１
３
４
万
人
、
虚
血
性
心
疾
患
81
万
人
、

糖
尿
病
２
３
７
万
人
（
す
べ
て
２
０
０
８
年

患
者
調
査
）
に
対
し
、
最
も
多
い
の
が
現
状

で
す
。
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
、
不
安
障
害

な
ど
、
こ
こ
ろ
の
病
気
は
日
本
人
の
お
よ
そ

40
人
に
１
人
の
割
合
で
か
か
る
病
気
で
、
誰

も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
近

年
は
う
つ
病
の
著
し
い
増
加
が
み
ら
れ
ま

す
。

　

こ
こ
ろ
を
健
康
に
保
つ
に
は
、
①
良
質
な

睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
度
な

運
動
な
ど
毎
日
の
生
活
習
慣
を
整
え
る
②
自

分
に
合
っ
た
方
法
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
る

③
物
事
の
考
え
方
や
見
方
を
工
夫
す
る
④
誰

か
に
助
け
を
求
め
た
り
、
相
談
す
る
等
セ
ル

フ
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
近
年
、
ス
ト
レ
ス
や

問
題
に
対
処
す
る
重
要
な
能
力
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
「
援
助
希
求
行
動
」
で
す
。

誰
か
に
助
け
を
求
め
た
り
、
相
談
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
し
な
や
か
に
対
処

す
る
た
め
の
重
要
な
能
力
で
す
。

　

し
か
し
、
本
人
が
こ
こ
ろ
の
不
調
・
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、
相
談
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
そ
の
こ
と
自
体
に
気
づ
け
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
家
族
や
周

囲
の
人
が
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
、
専
門
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
の
病
気
も
、

体
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
早
め
に
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班
で
は
、
こ
こ

ろ
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
と
と
も
に
配
布
し
ま
し
た
『
こ
こ
ろ
の

相
談
窓
口
の
ご
案
内
』
に
つ
い
て
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　

石
原　

憲
子

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

竜崎温泉温水プール指導日
（９月 21 日～ 10 月 20 日）

実施日

９月 25 日㈮

10 月
1 日㈭、２日㈮、６日㈫、７日㈬、８日㈭、９日㈮、
14 日㈬、15 日㈭、16 日㈮、20 日㈫

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした水
中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

主催　周防大島町文化振興会
共催　NPO 法人周防大島ふるさとづくり
　　　のん太の会
後援　周防大島町教育委員会
問い合わせ　のん太の会
☎０８２０（７４）２１５０
　㈮㈯の午前 10 時～午後 4 時

文化講演会

前宮内庁長官　羽毛田信吾氏

「日本の皇室」
１０月２６日㈪
午前 10 時～ 12 時（予定）

会場　大島文化センター

入場無料
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 14 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 14 日㈬ 10：00 ～ 10：30

エイズ抗体検査 14 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 １ ０ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 20 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 23 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

9 月

21 日㈪ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

22 日㈫ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

23 日㈬ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

24 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30　しまとぴあスカイセンター〉

25 日㈮

26 日㈯

27 日㈰
休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

28 日㈪

29 日㈫

30 日㈬

10 月

1 日㈭

2 日㈮
こころの相談会【要予約】 

〈10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 73 － 5504

3 日㈯
橘図書館まつり〈9：30 ～ 12：00　橘総合センター〉
さつき園ふれあい祭り〈10：30 ～ 14：30　さつき園〉
島くらす海そうじ〈7：00 ～ 8：00　土居海岸〉

4 日㈰
休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
2015 サザンセト・ロングライド in やまぐち

〈終日　町内一円〉

5 日㈪ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00　橘総合センター〉

6 日㈫
胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 

〈7:00 ～ 9:00（受付）和佐公民館〉
児童巡回相談〈10：00 ～ 16：00　たちばなケアプラザ〉

7 日㈬

胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 
〈7:00 ～ 9:00（受付）和田出張所〉

大島郡中学校生徒の主張発表大会
〈13：30 ～　大島文化センター〉

8 日㈭

胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 
〈7:00 ～ 9:00（受付）内入公民館〉 

ちょび塩の日 PR 活動 
〈10：00 ～ 12：00 セブンイレブン山口大島橘店 〉

9 日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30　日良居庁舎〉

10 日㈯ のんたウォーキング 2015〈9：00 ～ 12：00　陸上競技場〉

11 日㈰ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

12 日㈪ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎ 77 － 0021〉

13 日㈫ 安全フェスタ in 大島〈13：30 ～　大島文化センター〉

14 日㈬
胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 

〈7:00 ～ 9:00（受付）白木出張所〉

15 日㈭
胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 

〈7:00 ～ 9:00（受付）西方公民館〉

16 日㈮
大腸がん検診（容器配付） 

〈8:00 ～ 9:00（受付）佐連会館〉

17 日㈯

18 日㈰
休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉
ねんりんピックおいでませ！山口 2015（アーチェリー競技）

〈13：10 ～ 15：25　陸上競技場〉

19 日㈪
ねんりんピックおいでませ！山口 2015（アーチェリー競技）

〈9：00 ～ 12：40　陸上競技場〉

20 日㈫
胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 

〈7:00 ～ 9:00（受付）たちばなケアプラザ〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30　久賀福祉センター 2 階〉

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 27 年７月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

２４ ０ ３３

前年比

+ ４ ±０ + ９

物損事故件数

１７１ 前年比 + ４２

今月の納期 （普通徴収）
　
　【第３期分】
　
　国民健康保険税　
　介護保険料　　  
　後期高齢者医療保険料　　 
   　納期限      　 ９月 30 日㈬

人の動き（９月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １７，７７４人 （59 人減）

男（日本人） ８，０９３人

女（日本人） ９，５９１人

外国人 ９０人 （２人減）

世帯数 ９，８４８戸 （36 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生　　    8 人
　　転入  　  22 人   小計  30 人
減：死亡　    27 人
　　転出　     60 人   小計  87 人

毎年 9 月は船員労働安全衛生月間です

　 平成 27 年度スローガン

　ケガなく 事故なく 病気なく
 　　　　　　　　無事に帰るぞ僕らの港

中国運輸局山口運輸支局徳山庁舎
☎０８３４（２１）０１８０

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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。
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http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

ねんりんピックとは、６０歳以上の方がスポーツや文化活動に
参加する全国健康福祉祭です。
アーチェリー競技には全国から約８０名の選手が出場します。

健康チェックやおいしいおもてなしもあります！

●アーチェリー競技のほかに周防大島町総合体育館では、健康づくり教室
　（体力チェック・運動相談・ちょび塩コーナー等）も開催されます。
●また、おもてなしとして、みかん鍋やおしるこをふるまう予定です。
●全国から集まった元気な高齢者の応援に、日頃気になる体力チェックにお越しください。

～周防大島町ではアーチェリー競技が開催されます～

１０月１８日㈰  / １９日㈪　周防大島町陸上競技場

■問い合わせ　福祉課☎０８２０（７７）５５０５

～どなたでもお気軽にお越しください～

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


